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	H30図面集表紙（事後評価）
	20　県道705号（堀山下秦野停車場）★
	H30図面集表紙（事後評価）

	21　国道１号(湯本拡幅)★
	20181011国道1号（函嶺洞門）

	22　藤沢大磯線★
	23　県道711号(小田原松田)(足柄紫水大橋)★
	24　県道711号( 小田原松田)(酒匂縦貫道路)★
	25_審議資料４_串川（修正）
	
	１．概要
	１）全体の概要
	評価対象区間は、御堂橋下流から串川橋までの０.６ｋｍ区間であり、平成１２年度より、時間雨量５０mmの降雨に対応するよう、河道整備を行い、平成２５年度に完了した。
	２．事業の経緯や必要性
	１）経　緯
	２）必要性
	３．事業の目的
	河川改修を推進し、都市の治水安全度の向上を図るとともに、人々が川にふれあえる空間として保全・創出するため、多自然川づくりを進める。
	４．事業の内容
	１）事業区間　　　御堂橋～串川橋
	２）事業延長　　　０.６km
	３）主な工種　　　護岸工、橋梁架替工、落差工
	４）計画降雨強度　５０mm/hr
	５）年超過確率　　１/６.３
	６）計画高水流量　１８０mP3P/s
	５．事業実施にあたって配慮した項目
	１）本河川は良好な自然環境にありカジカ・ヤマメが見られることから、水生動物等に配慮した護岸、スロープ型落差工の整備を行った。
	２）階段等の親水施設を整備し、水際まで近づける環境を整備した。

	道路
	20　【最終版】県道705（堀山下秦野停車場）
	21　20181106国道1号（函嶺洞門）
	22　藤沢大磯線

	
	20　県道705（堀山下秦野停車場）
	21 　函嶺洞門
	22　藤沢大磯線
	23　県道711（小田原松田）足柄紫水大橋 
	24　県道711（小田原松田）酒匂縦貫道路 

	審議資料２（再評価）検討会議②用　
	03　審議資料２（再評価）
	H30図面集表紙（再評価）

	評価対象事業位置図★
	03　審議資料２（再評価）
	バインダー1
	審議資料２（再）(都)横浜藤沢線＋県道709（中井羽根尾）〔羽根尾バイパス〕
	横藤
	横浜藤沢線180820_1(1-4)
	横浜藤沢線180820_1(2-4)
	横浜藤沢線180820_1(3-4)
	横浜藤沢線180820_1(4-4) 

	20180821_横藤_中井羽尾（最終）
	20180820_課長提出
	No2_県道709号（中井羽根尾）道路改良事業



	03_審議資料2_田越川
	１．概要
	３）評価対象事業の位置づけ

	２．事業の経緯や必要性
	１）経　緯
	２）必要性

	３．事業の目的
	４．事業の内容
	１）事業区間　渚橋～中原橋（二級河川全川）
	２）事業延長　3.1km
	３）主な工種　護岸整備、河床掘削、橋梁架替
	４）計画降雨強度　50mm/hr
	５）年超過確率　1/6.3
	６）計画高水流量　渚橋～久木川合流点140 m3/s

	５．事業実施にあたって配慮した項目
	（１）事業の必要性等に関する視点
	①事業を巡る社会経済情勢
	②事業の投資効果等
	Ｂ／Ｃ＝783.9／368.3=2.1
	③関係する地方公共団体等の意見

	（２）事業の進捗の見込みの視点
	①事業の進捗状況
	②これまでの課題に対する取り組み状況
	③今後のスケジュール

	（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点


	04_審議資料2_引地川v11
	05_審議資料2_小出川v5
	Ｎｏ．５　一級河川　小出川　河川改修事業

	06_審議資料2_不動川
	07_審議資料2_金目川
	２）評価対象事業の概要
	３）評価対象事業の位置づけ
	３.事業の目的
	③関係する地方公共団体等の意見
	（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	08_審議資料2_帷子川(地震高潮)
	09_審議資料2_帷子川(広域)
	10_審議資料2_早川
	11_審議資料2_山王川
	12_審議資料2_境川(津久井)（部長反映1015)
	13_審議資料2_目久尻川（部長反映1015)
	14_審議資料2_相模川
	15_審議資料2_矢上川（部長反映1015)
	16　津久井湖城山公園
	17　茅ケ崎里山公園
	18　葉山海岸
	19　相模川流域下水道


	河川
	03_審議資料2_田越川【最終版】
	04_審議資料2_引地川v12【最終版】
	05_審議資料2_小出川v6【最終版】
	06_審議資料2_不動川【最終版】
	07_審議資料2_金目川【最終版】
	08_審議資料2_帷子川(地震高潮)【最終版】
	09_審議資料2_帷子川(広域)【最終版】
	10_審議資料2_早川【最終版】
	11_審議資料2_山王川【最終版】
	12_審議資料2_境川(津久井)【最終版】
	13_審議資料2_目久尻川【最終版】
	14_審議資料2_相模川【最終版】
	15_審議資料2_矢上川【最終版】





